
時論公論 

2017．11  ●月刊公論　36

p. 36

　

９
月
24
日
に
ド
イ
ツ
で
行
な
わ
れ
た
総

選
挙
で
、
キ
リ
ス
ト
教
民
主
・
社
会
同
盟

（Ｃ
Ｄ
Ｕ
）が
第
一
党
を
維
持
、ア
ン
ゲ
ラ
・

メ
ル
ケ
ル
首
相

（
63
）
が
４
期
目
の
政
権

を
担
う
こ
と
に
な
っ
た
。

　

メ
ル
ケ
ル
氏
の
政
権
続
投
は
予
想
さ
れ

た
も
の
だ
っ
た
が
、
注
目
さ
れ
た
の
は
新

興
右
翼

「
Ａ
ｆ
Ｄ
」
（
ド
イ
ツ
の
た
め
の
選

択
肢
）
の
大
躍
進
だ
っ
た
。

　

メ
ル
ケ
ル
氏
率
い
る
Ｃ
Ｄ
Ｕ
は
大
幅
に
議

席
を
減
ら
し
、
中
道
左
派
の
社
会
民
主

党

（
Ｓ
Ｐ
Ｄ
）
も
大
敗
、
Ａ
ｆ
Ｄ
だ
け
が

議
席
を
増
や
し
た
。

　

大
衆
迎
合
主
義
的
な
Ａ
ｆ
Ｄ
は
、
メ
ル

ケ
ル
氏
の
寛
容
な
移
民
政
策
の
不
満
の
受

け
皿
と
な
り
、
90
を
超
え
る
議
席
を
獲

得
し
た
。
こ
う
し
た
過
激
な
右
翼
進
出
は

第
２
次
大
戦
後
の
混
乱
期
を
除
き
初
め
て

で
、
現
代
ド
イ
ツ
政
治
の

「
転
機
」
と
も

言
わ
れ
る
ほ
ど
だ
。
こ
の
ま
ま
推
移
す
れ
ば
、

彼
ら
が
や
が
て
議
席
を
独
占
す
る
日
も
遠

く
な
い
と
見
ら
れ
、
欧
州
諸
国
か
ら
危
惧

さ
れ
て
い
る
。

　

欧
州
で
は
極
右
勢
力
が
伸
長
し
て
い
る
。

フ
ラ
ン
ス
で
は
マ
リ
ー
ヌ
・
ル
・
ペ
ン
氏
が

党
首
と
し
て
率
い
る
国
民
戦
線

（
Ｆ
Ｎ
）

が
台
頭
、
先
の
大
統
領
選
の
第
１
回
投
票

で
は
３
位
に
食
い
込
み
、
注
目
さ
れ
た
。

　

こ
こ
数
年
、
移
民
や
Ｉ
Ｓ
対
応
で
ク
ロ
ー

ズ
ア
ッ
プ
さ
れ
、
ド
イ
ツ
、
フ
ラ
ン
ス
で
は

こ
と
に
若
年
層
を
中
心
に
政
府
の
柔
軟
策

に
反
対
し
た
こ
と
が
、
台
頭
の
背
景
だ
。

フ
ラ
ン
ス
で
も
極
右
台
頭
、
や
が

て
欧
州
全
域
に
蔓
延
の
恐
れ
？

　

一
部
専
門
家
筋
は

「こ
の
ま
ま
放
置
、

推
移
す
れ
ば
、
欧
州
は
極
右
に
牛
耳
ら
れ

る
恐
る
べ
き
日
が
来
る
だ
ろ
う
」
と
も
予

測
し
て
い
る
。

　

フ
ラ
ン
ス
の
場
合
、
結
局
Ｆ
Ｎ
が
予
想
さ

れ
た
ほ
ど
伸
び
ず
、
ど
う
に
か
マ
ク
ロ
ン

氏
が
押
さ
え
て
大
統
領
に
就
任
し
た
。

　

Ｅ
Ｕ
の
大
国
ド
イ
ツ
は
難
民
流
入
、
テ
ロ
、

英
国
の
Ｅ
Ｕ
離
脱
と
、
多
く
の
難
題
に
直

面
し
た
が
、
12
年
間
、
舵
取
り
を
担
っ
た

メ
ル
ケ
ル
氏
に
、
さ
ら
に
欧
州
の
リ
ー
ダ

ー
と
し
て
手
腕
を
発
揮
し
て
も
ら
い
た
い

も
の
だ
。

　

欧
州
各
国
で
は
独
仏
の
他
、
自
国
第
一
・

反
Ｅ
Ｕ
を
唱
え
る
大
衆
迎
合
主
義

（
ポ
ピ

ュ
リ
ズ
ム
）
的
政
治
努
力
が
台
頭
、
Ｅ
Ｕ

崩
壊
の
危
機
、
と
の
危
惧
さ
え
広
が
っ
た
。

　

マ
ク
ロ
ン
政
権
誕
生
後
、
真
っ
先
に
行
な

っ
た
の
が
、
メ
ル
ケ
ル
氏
と
の
間
で
の
Ｅ
Ｕ

統
合
強
化
に
向
け
た
独
仏
連
携
の
確
認

作
業
で
、
世
界
は
一
応
安
堵
し
た
。

　

日
本
と
ド
イ
ツ
は
自
由
、
民
主
主
義
、

法
の
支
配
な
ど
の
普
遍
的
価
値
観
を
共
有

し
て
お
り
、
ド
イ
ツ
—
Ｅ
Ｕ
の
安
定
は
日

右
翼
台
頭
で
前
途
多
難

  

ド
イ
ツ
・
メ
ル
ケ
ル
政
権
4
期
目

　
　
　
　
　
　
　

が
背
負
う
重
い
「
十
字
架
」

総選挙で勝利、4期目に突入したメルケル首相

（ドイツ首相府）
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際
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本
の
国
益
に
も
強
く
結
び
つ
い
て
い
る
。

　

だ
が
、
油
断
は
禁
物
だ
。
ド
イ
ツ
の
Ａ
ｆ

Ｄ
は
、
メ
ル
ケ
ル
政
権
に
対
し
て
執
拗
に

政
権
奪
取
を
試
み
る
で
あ
ろ
う
し
、
Ａ
ｆ

Ｄ
を
支
持
す
る
中
に
若
年
層
が
意
外
に
多

い
の
に
は
驚
か
さ
れ
る
。

　

台
頭
の
転
機
に
な
っ
た
の
は
２
０
１
５
年
の

欧
州
難
民
危
機
だ
っ
た
。
難
民
移
民
の
大

量
流
入
を
受
け
、
メ
ル
ケ
ル
氏
の
寛
容
な

難
民
政
策
を
批
判
し
て
勢
力
を
拡
大
し
た
。

　

難
民
、
移
民
に
よ
る
事
件
、
事
故
が
各

地
で
相
次
ぎ
、
社
会
不
安
が
高
ま
る
中
、

地
方
選
で
議
席
獲
得
を
積
み
重
ね
た
。

　

こ
の
国
で
は
過
去
に
も
極
右
が
台
頭
し

た
例
は
あ
る
に
は
あ
っ
た
が
、
Ｃ
Ｄ
Ｕ
が
保

守
色
を
や
や
強
め
た
こ
と
も
あ
り
、
Ａ
ｆ

Ｄ
の
国
政
進
出
だ
け
は
何
と
か
防
い
で
き

た
。

Ａ
ｆ
Ｄ
は
「
反
イ
ス
ラ
ム
、
ユ
ー

ロ
離
脱
」、
ナ
チ
ス
讃
え
る
集
団
も

　

し
か
し
、
Ａ
ｆ
Ｄ
は

「反
イ
ス
ラ
ム
」
な

ど
排
外
的
主
張
や
ユ
ー
ロ
離
脱
を
掲
げ
、

メ
ン
バ
ー
の
中
に
は
、
か
つ
て
の
ナ
チ
ス
・

ド
イ
ツ
の
責
任
を
回
避
す
る
よ
う
な
発
言

を
す
る
者
が
い
る
他
、
若
年
層
で
は
ナ
チ

ス
を
讃
え
る
ケ
ー
ス
ま
で
現
れ
、
警
戒
感

を
強
め
た
。
東
部
ラ
イ
プ
チ
ヒ
で
は
Ａ
ｆ
Ｄ

支
持
者
と
見
ら
れ
る
若
手
グ
ル
ー
プ
が
、

Ａ
ｆ
Ｄ
の
旗
を
先
頭
に
デ
モ
行
進
、
国
民
の

亀
裂
を
醸
成
し
て
来
た

　

逆
に
ベ
ル
リ
ン
で
は

「ナ
チ
に
権
利
は
な

い
」
と
抗
議
デ
モ
ま
で
開
か
れ
、
複
雑
な

様
相
を
呈
し
て
い
る
が
，
「政
権
を
追
い
立

て
て
国
を
取
り
戻
す
」
（
ウ
ラ
ン
ト
副
党

首
）
と
、
メ
ル
ケ
ル
政
権
へ
の
戦
い
は
捨
て

て
い
な
い
。

　

「
世
界
最
強
の
女
性
」
と
呼
ば
れ
る
メ

ル
ケ
ル
氏
だ
が
、〝
神
通
力
〟
に
も
陰
り

が
見
え
始
め
て
い
る
の
は
事
実
だ
。

　

常
に
比
較
さ
れ
て
来
た
〝
鉄
の
女
〟
サ

ッ
チ
ャ
ー
元
英
首
相
の
任
期

（
11
年
半
）

を
す
で
に
超
え
、
米
誌
フ
ォ
ー
ブ
ス
に
６
年

連
続
で

「世
界
で
最
も
影
響
力
の
あ
る
女

性
」
に
選
ば
れ
た
。

　

カ
リ
ス
マ
性
は
な
く
、
演
説
も
さ
し
て
上

手
な
わ
け
で
も
な
い
メ
ル
ケ
ル
氏
。
だ
が
、

物
理
学
者
出
身
ら
し
く
、
状
況
を
常
に

熟
慮
、数
多
い
難
問
に
そ
の
つ
ど

「解
答
」

を
導
き
出
し
て
来
た
。

　

激
し
く
相
手
と
対
決
せ
ず
、
一
定
の
譲

歩
も
い
と
わ
な
い
。
「相
手
の
環
境
を
伺
い
、

結
局
生
き
残
る
」
（シ
ュ
レ
ー
ダ
ー
前
政
権

幹
部
）
と
彼
女
を
評
価
し
て
い
る
。

　

動
く
時
は
大
胆
そ
の
も
の
だ
。
党
の
幹

事
長
時
代
に
は
ヤ
ミ
献
金
疑
惑
が
浮
上
し

た
恩
師
の
コ
ー
ル
氏
を
、
真
っ
向
か
ら
批

判
し
た
。
メ
ル
ケ
ル
氏
の
判
断
は
世
論
の

「
風
向
」
を
巧
み
に
読
ん
で
の
判
断
で
、

一
面
し
た
た
か
な
と
こ
ろ
も
見
せ
る
。

　

遊
説
先
で
は
、
民
衆
か
ら
ト
マ
ト
を
投

げ
つ
け
ら
れ
る
こ
と
も
あ
っ
た
。

　

そ
の
メ
ル
ケ
ル
氏
が
４
期
目
、
Ａ
ｆ
Ｄ
と

ど
の
よ
う
な
対
決
を
今
後
進
め
て
い
く
の

だ
ろ
う
か
。
低
調
な
論
戦
が
場
合
に
よ
っ

て
は
、
Ａ
ｆ
Ｄ
の
過
激
さ
を
際
立
た
せ
る
、

の
批
判
も
上
が
っ
て
い
る

　

続
投
に
関
し
て
は

「権
力
の
傲
慢
」、
「も

う
望
ま
な
い
」
の
意
見
が
世
論
調
査
に
も

現
れ
て
い
る
。

　

メ
デ
ィ
ア
も
厳
し
い
。
す
で
に
メ
ル
ケ
ル

後
継
者
の
話
も
出
始
め
て
い
る
と
い
う
。

　

「ア
メ
リ
カ
・
フ
ァ
ー
ス
ト
」
を
強
調
す

る
ト
ラ
ン
プ
米
大
統
領
と
も
議
論
が
噛
み

合
っ
て
い
な
い
。
彼
女
の
慎
重
さ
も
原
因
だ

が
、
「
静
」
の
メ
ル
ケ
ル
氏
が
、
「
動
」
の

ト
ラ
ン
プ
氏
に
い
か
に
立
ち
向
か
う
の
か
、

国
連
や
Ｅ
Ｕ
を
非
難
し
続
け
る
ト
ラ
ン
プ

氏
と
の
駆
け
引
き
も
微
妙
だ
。

　

メ
ル
ケ
ル
氏
は
Ｇ
７
の
古
参
格
と
な
り
、

リ
ー
ダ
ー
格
と
し
て
こ
れ
を
牽
引
す
る
重

責
も
担
っ
て
い
る
。
さ
ら
に
国
内
で
も
極

右
対
応
に
当
た
ら
ね
ば
な
ら
ず
、
課
題
は

山
積
し
て
い
る
。

　

Ｅ
Ｕ
で
は
、
ロ
シ
ア
へ
の
経
済
制
裁
問
題
と
、

ま
さ
に

「欧
州
の
要
」
的
存
在
だ
。

　

日
本
は
海
洋
進
出
を
続
け
る
中
国
と
対

抗
し
て
行
く
上
で
も
、
Ｅ
Ｕ
、
こ
と
に
ド

イ
ツ
と
は
協
調
す
べ
き
パ
ー
ト
ナ
ー
だ
。

　

そ
の
た
め
に
も
、
安
定
し
た
ド
イ
ツ
—
Ｅ

Ｕ
の
実
現
に
向
け
て
、
メ
ル
ケ
ル
氏
に
手

腕
を
発
揮
し
て
も
ら
い
た
い
も
の
で
あ
る
。

総選挙で大躍進を果たした極右AfDの2人の党首、フラ

ウケ・ベトリー（上）とイェルク・モイデン氏（下）

（ドイツ首相府）
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